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要旨

土星表層大気の子午面水平温度・速度構造を概観する.
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1 子午面温度構造

1.1 子午面温度構造

図 1. 土星の子午面温度分布1

1土星の子午面温度分布は 1990年 7月 21日現在まだ発見していない. 当面はシリーズ ‘土星大
気の水平構造’ の帯状平均温度分布 (図 2)を参照せよ.
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1.2 子午面温度差

図 2 はボイジャー 1号の赤外放射観測から得られた各高さでの緯度平均温度から
のずれを示したものである.

図 2. ボイジャー 1号の赤外放射観測から得られた土星北半球の平均子午面温度
構造.

( Pirraglia et al. 1981 )
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1.3 風速分布との関係～温度風バランス

図 3 は温度風バランスにより見積もられる高度 150mbでの風速シアーの緯度分布
と, 雲の動きから求められた雲頂での風速分布である. シアー分布と風速分布は関
係があるように見える1. 緯度 30◦ 以上でほぼ同じ強さのシアーで符号を変えてい
るのに対して, 風速分布は東向きの流れの傾向が強い.

図 3. 温度風バランスによる風速の見積り ( Conrath et al. 1983 )

1中・高緯度でのみ成り立つように思える.
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図 4 は風速分布を用いて地衡風バランスの関係から見積もられた木星・土星の緯
度による等圧面高度差の緯度分布である.

図 4. 地衡風バランスによる等圧面高度差の見積り. 高さはスケールハイト
CpT/g, T = 200Kで規格化してある. ( Smith et al. 1982 ).
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